　「イエス・キリストは、どのような所で福音を伝えていたのか。」を目で見、風土を感じたく、2023年9月6日（水）から16日（土）までイスラエルに旅行した。　
私は現在、牧師になるための勉強をしている。N.T.ライトの「イエスの挑戦」を読んだのが、訪問のきっかけである。
6日 成田からバンコクへ行き、イスラエル航空に乗り換えた。その時のチェックが厳しかった。「なぜ一人か。費用の出所は。旅の目的は。」など、根掘り葉掘り聞かれた。
7日4:45 ベン・グリオン空港着。空港から列車で移動。乗車の際、ボディチェックがあった。6:25 エルサレム着。ホテルまで歩くつもりだったが、道を間違えた。Google Mapが日本語でホテルまでのルートを教えてくれた。
8:00ホテル着。チェックインは15:00で、荷物をお願いしたら「長旅で疲れているだろう。」と部屋を用意してくれた。旧市街まで歩きダビデの塔ミュージアムの館内ツアーに参加し、午後はヴィア・ドロローサや嘆きの壁を歩く。嘆きの壁では女子兵士の一団に遭遇した。
8日 バスでオリーブ山、主の祈りの教会に行く。ゲッセマネの園では、多くの方が聖書を読み祈っていた。主の祈りの教会を出た所で、運転手のジャックさんに会う。「どこに行くのか」というので「イスラエル博物館に行く。」と答えたら、「夕方から安息日で早く閉まる。私がベツレヘムやエリコなど300ドルで案内しよう。」という申し出があり、お願いした。
　彼のベンツでベツレヘム、ナザレ、エリコ、聖誕教会、受胎告知教会や誘惑の山などを案内してもらう。施設の多くはパレスチナ自治区にあり、タクシーなので検問を免れた。ジャックさんは顔が利きアラブ人とも仲良くしていた。
9日 ガリラヤ湖一日バスツアーに参加。半数は南米からの旅行者だった。南米の方と話をした。ヨルダン川での洗礼が目的でツアーに参加したそうである。
10日 万国民の教会で礼拝に参加したところ、カトリックのミサ（スペイン語）であった。聖体拝領時「私はプロテスタントです」と言ったら断られた。後日、司祭からカトリックの教義に関するメールが届いた。午後はイスラエル博物館へ。広い館内で回り切れなかった。
11日 エルサレムからテルアビブへ鉄道で移動。向かいに座った男子高校生と話した。何の本を読んでいるのかと聞いたら、「トーラーだ」と教えてくれた。
12日 ヤッフォに行き、皮なめしシモンの家などを見学する。カフェの主人エステルさんと話をした。テルアビブでは多くの人が海水浴を楽しんでいた。
13日 ベツレヘム美術館に行く。館内の図書館でエコバッグを買おうとしたら、司書の方が「新年が近いので、お祝い。」とプレゼントしてくれた。夕方、海岸で妻の遺影をテーブルに乗せコーヒーを飲んでいたら、日本人の曲を流してくれた。夕陽が目に沁みた。
14日 帰国の途に就く。　
主イエスの挑戦を引き継ぐ者となりたい。そして、何より現在の状況に心を痛める。一日も早い戦争の終結を祈ります。

